
 

               令和４年度の現職研修について 

Ｒ４．４．８ 

豊川市立桜町小学校 研究主任 

１ 研究主題 

「自ら学びを楽しむ子の育成 ～問いを大切にする授業を通して～ 」 

 

２ 主題設定について 

平成 30 年度末、４、５年生を対象に行ったアンケート調査の結果から浮かび上がった本校の子ども

たちの課題は、「主体的」に活動する意欲が弱いことであった。実際、教師の目から見ると、子どもたち

は、素直で活発だが、臨機応変さに欠けた場面が見られ、自分たちで考えようとせずに指示を待ったり

要求したりする傾向にあると感じていた。 

そこで、設定したテーマは、「主体的な学び」である。主体的に学ぶ姿が実現できれば、大人になった

将来、時代に大きな変化がもたらされても、自分で考え、行動することができ、いきいきと生きぬく礎

になるだろうと考えた。 

 

３ 研究の経過（同テーマ４年目） 

「主体的な学び」とはどんな姿であるのか、教師それぞれの捉えるイメージは違う。よって、研究１

年目は、各教師が「主体的な姿とは何か」を模索するために、授業実践する年となった。    

２年目には、その柱として『やりたい、伝えたい・聴きたい、問う』の３つの姿を考えた。これが具

体的な「９つの姿」の設定につながった。（詳しくは「発達に応じた自ら学びを楽しむ９つの姿」参照）

これらの姿を求めていけば、主体的に学ぶ子を育てることができると考えた。そして、この年の実践を

通して、『やりたい、伝えたい・聴きたい、問う』の３つの柱の源泉は、『問う』にあることが確認でき

た。 

３年目は、主体的に学ぶ子を「自ら学びを楽しむ子」と定義し、「問いを大切にする授業」について研

究を続けた。本年度も、同じテーマで研究を行う。 

  

４ 研究の方法 

(1) めざす子ども像 

「自ら学びを楽しむ子」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇夢中になって活動を楽しむ子 

「もっとやりたい！」 

〇伝えること、聴くことを楽しむ子 

「○○さんの意見を聞いて、わかった。変わった」「ひらめいた」「伝えてよかった」 

〇問いを楽しむ子 

  「なんでこうなるの？」「さらに知りたい」「本当にそうなの？」「新しいものが生み出せた！」 

「問い」とは、疑問・・・なぜだろう、はてな、不思議だな 

探究・・・もっと知りたい、考えたい、新しいものを生み出したい                  

うたがう・・・本当にそうなの 

 



 

(2)発達に応じた自ら学びを楽しむ９つの姿 

 やりたい 伝えたい・聴きたい 問う 

 

 

 

高 

学 

年 

・「自分を成長させたい」と、

自己分析をする 

・失敗を通して、よりよいも

のをつくる 

・「どうして？」「やっぱり」と

自分の考えと比較しながら

聴く 

・友達の考えを参考に、新たな

自分の考えをもち、伝える 

・自分の思いに根拠をもって伝

え合うなかで、課題解決に向

けて新たな考えを共につく

る 

・自分で問いをつくる 

・問いを解決しようとする中

で、さらに「本当にそうな

の？」と問い直し、新た   

な問いを生み出す 

・他者に問う（友達や教師、教

材） 

・社会に問う 

 

中 

学 

年 

・次にやりたいことを自分

で見つける 

・失敗を次のやる気につな

げようとする 

・試行錯誤を楽しむ 

・「自分の考えを伝えきるって、

気持ちいい」と思う 

・「友達の意見を聴くって、自分

のためになる」と思う 

・自分の思いに根拠をもって伝

え合う 

・問いをみつける 

・「問題解決っておもしろい」と

思う 

・他者に問う（友達や教師） 

・自分に問う（自問自答を繰り

返す） 

低 

学 

年 

・様々な活動に興味関心を

もって、取り組もうとする 

・失敗を恐れずやってみる 

・「伝えるって楽しい」と思う 

・「聴くって楽しい」と思う 

・自分の思いに理由をつけて伝

える 

・「はてな？」「なぜ？」「どうな

る？」など、わくわくするこ

とをいっぱい発見する 

  

 (3)仮説 

 

  

 

 (4)研究の重点（手だて） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自ら学びたくなる必然性のある設定 

・知りたい、調べたい、考えたいなど、やりたいという意欲のもてる場面や課題を設定する。 

・学びの切実感をもったり、身近さを感じたりすることのできる材（心が動く言語や図表・豊か

な体験・地域の実態など）を提示する。 

②問いを大切にする授業 

・単元や授業の導入において、子どもたち自身で問いをつくらせる。 

・子どもたちが「なぜだろう」「もっと知りたい」と問いをもてる課題や話題を提示する。 

・授業の中で、子どもたちから生まれる「なぜ」「どうやって」などの問いを広げる。 

・「自分の考え⇔友達の考え」を常に往還させて問うことのできる交流の場を多く設定する。 

③自ら成長を実感する評価（OPPA※） 

・単元の導入時と終末に同じ問いを考え、記述させることで、学習に深まりや広がりが見られる

ことを子ども自身に気づかせ、成長を実感させる。 

 ※OPPA…One Page Portfolio Assessment １枚ポートフォリオ評価 

 

 子どもの主体的思考を生み出すように単元構想・授業・評価を工夫すれば、 

子どもが自ら学びを楽しむ姿を実現できるであろう。 



 

(5) 研究構想図  

  右図参照。 

(6)研究推進体制 

  ２年目のみ、授業づくり部会、評価部会を立ち上げ、研究

のフレームづくりを行った。授業づくり部会では、授業の枠

組み、学習規律や教室環境に関すること、評価部会では、

OPPAについて研究した。 

そして、３年目に教科部会を立ち上げた。各教師が自身の

専門や興味のある教科を選び、７教科の部会をつくった。こ

れに伴って、愛知教育大学の加納誠司教授には全体的な研究

理論について、また、市内の助言者には各教科の指導につい

て、支えていただける体制を整えた。こうして、問いについ

て多様なアプローチで研究していった。 

本年度は、研究体制は、低・中・高・特別支援ブロックと

したい。発達段階に応じているし、昨年度に研究した問いを

大切にした授業を横展開しやすい。 

研究授業は、教科担任制で受け持つ教科の専門性や授業力

を高めるために、その教科で行う。それ以外の教科でやりた

い場合は、もう一方のクラスで単元ごと受け持つことにした

い。 

また、職員からＩＣＴの研修をしたいという声があがった

ため、ブロックの内一人は、iPad を中心に研究する。該当者

はスカイメニュークラウドなど iPad を使って、問いを大切

にした研究授業を行う。 

 

５．昨年度見えた課題 

・各教諭の取り組んだ多くのバリエーションの「問い」のよさ  

と問題点などを共有していきたい。 

・OPPAをより有効活用するために、また、子どもの学びの意欲を持続させるために、単元を貫く問い

をどう設定するか、さらに研究を進めていきたい。 

・OPPAの取組を大切にしてきたが、記入時間の確保が必要である。また、低学年においては文章力に

個人差があることや客観的に自分を見つめることなどが難しいので、積み重ねが大切である。 

・主体的な子どもを育てるというテーマは大きなテーマである。一朝一夕に子どもを変えることはで

きない。まず、子どもが主体的に動き出すには、ある程度の時数の確保が必要である。問いを大切に

する授業を行うと、子どもたちが大きな達成感を味わう様子が見て取れた。しかし、研究単元が終わ

ると、残りの教科書が待っている。ここで、時間数が足りないことを理由に、教師が、教科書を消化

する感覚になると、主体的な子どもは育たない。そこで大切なことは、カリキュラムマネジメントで

ある。つけたい力を明確化して、カリキュラムを作ること。それが他人任せではなく、個々の教員が

行えるようになると、主体的な子どもが育っていく。これからは、我々教員のマネジメント力がます

ます大切になってくると考える。 


